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★
人
蔘
湯
ほ
か
ま
ち
な
か
見
学
会 

＋ 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク 

 

見
学
委
員
会
は
、
二
年
前
に
京
都
の
「
サ

ウ
ナ
の
梅
湯
」
を
手
掛
け
る
ゆ
と
な
み
社
の

見
学
を
計
画
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
実
施
延

期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
四
日

（
土
）
に
、
豊
橋
市
で
、
ゆ
と
な
み
社
が
経

営
を
引
き
継
い
だ
『
人
蔘
湯
』
の
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
九
名
で
、
人
蔘
湯

の
見
学
を
し
た
後
に
は
、
用
水
路
上
に
建
つ

商
店
街
の
「
水
上
ビ
ル
」
を
、
大
豊
商
店
街

の
黒
野
氏
（
建
築
士
）
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
散
策
し
ま
し
た
。 

    
      

昼
食
後
は
、
豊
橋
駅
前
の
オ
ー
プ
ン
間
も

な
い
「
ま
ち
な
か
図
書
館
」
で
、
ゆ
と
な
み

社
代
表
の
湊
三
次
郎
氏
を
交
え
て
銭
湯
継

業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
等
、
そ
し
て
現
代
に
求

め
ら
れ
て
い
る
銭
湯
の
保
存
活
用
事
例
の

お
話
を
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

                       

★
『
第
四
期
な
ご
や
歴
ま
ち
び
と
養
成
講
座 

発
表
会
・
修
了
式
』
が
十
二
月
十
一
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
り
加
藤
昌
之
氏
、
野

口
和
樹
氏
、
山
田
美
紀
子
氏
、
松
井
明
子
氏

の
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

『
事
務
局
だ
よ
り
』 

 

第
三
回
事
務
局
会
議
開
催 

八
月
三
〇
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時
に
、

第
三
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
澤
村
喜
久 

夫
、
鈴
木
祥
司
、
山
田
美
紀
子
、
小
川
志 

保
、
松
井
明
子
、
蒲
珠
妙
、
山
田
浩
喜
、 

春
日
井
哲
也 

司
会
：
松
井
明
子 

 

 第
四
回
事
務
局
会
議
開
催 

九
月
二
七
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時
に
、

第
四
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
澤
村
喜
久 

夫
、
鈴
木
祥
司
、
山
田
浩
喜
、
山
田
美
紀 

子
、
小
川
志
保
、
松
井
明
子
、
山
口
ゆ
ず 

み
、
春
日
井
哲
也 

司
会
：
松
井
明
子 

 

第
五
回
事
務
局
会
議
開
催 

一
〇
月
二
五
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時

に
、
第
四
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
澤
村
喜
久 

夫
、
鈴
木
祥
司
、
村
上
雅
郁
、
山
田
美 

紀
子
、
小
川
志
保
、
松
井
明
子
、
山
口
ゆ 

ず
み
、
春
日
井
哲
也 

司
会
：
松
井
明
子 

 第
六
回
事
務
局
会
議
開
催 

十
一
月
二
九
日
（
月
）
一
八
時
～
一
九
時

に
、
第
四
回
事
務
局
会
議
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

加
藤
昌 

之
、
野
口
和
樹
、
原
眞
佐
実
、
荒
木
衛
、 

澤
村
喜
久
夫
、
鈴
木
祥
司
、、
山
田
美
紀 

子
、
小
川
志
保
、
松
井
明
子
、
蒲
珠
妙
、 

山
田
浩
喜
、
山
口
ゆ
ず
み
、
春
日
井
哲
也
、 

司
会
：
松
井
明
子 

※
荒
木
衛
さ
ん
、
事
業
担
当
と
し
て
今
回
か 

ら
参
加 

 
 

 

『
会
員
紹
介
』 

原 

眞
佐
実/

は
ら 

ま
さ
み 

理
事
（
企
画
担
当
） 

 

現
在NPO

内
で
企
画
担
当
理
事
を
仰
せ
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
。 

建
築
設
計
監
理
を
生
業
と
し
て
半
世
紀

余
り
生
き
て
参
り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
は

「
絵
描
き
」
に
な
り
た
く
て
絵
の
勉
強
に
勤

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
た
だ
先
生
か
ら
「
絵

で
飯
を
食
っ
て
い
く
に
は
一
山
や
二
山
の

土
地
持
ち
位
じ
ゃ
な
い
と
大
変
だ
ぞ
」
と
い

う
こ
と
を
言
わ
れ
、
止
む
無
く
建
築
の
道
へ

と
進
み
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
直
ぐ
の

頃
に
明
治
村
へ
「
ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
の

玄
関
棟
の
移
設
」
の
話
が
あ
り
、
一
番
最
初

の
取
っ
掛
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
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た
の
が
、
歴
史
的
建
築
物
と
関
わ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。 

歴
ま
ち
び
と
に
な
っ
て
も
う
じ
き
十
年
、

ま
た
皆
さ
ん
とN

PO

法
人
を
立
ち
上
げ
て
か

ら
五
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ヘ

リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
以
外
の
こ
う
い

っ
た
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活
用
再
生
と

い
っ
た
活
動
を
す
る
方
々
（
歴
ま
ち
び
と
）

が
存
在
す
る
自
治
体
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
と
言
え
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
生
か
し
て
、

松
井
事
務
局
長
も
言
わ
れ
て
る
様
に
、
皆
で  

名
古
屋
の
歴
史
的
建
造
物
を
守
っ
て
い
く

の
が
責
務
か
と
。 

 

鈴
木 

祥
司/

す
ず
き 

し
ょ
う
じ 

理
事
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
長
） 

 

    

 

な
ご
や
歴
ま
ち
の
会
（
旧
会
）
設
立
か
ら

早
や
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。
白
雲
閣
イ
ベ
ン

ト
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズi

n

近
江
八
幡
見
学
ツ
ア

ー
、
大
阪
空
堀
商
店
街
減
額
ツ
ア
ー
、
津
村
、

渡
部
氏
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
沸
い
て
き
ま
す
。

残
念
な
が
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
等

の
自
粛
で
寂
し
い
限
り
で
す
が
、
い
つ
か
ま

た
皆
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
し
な
が
ら
イ
ベ
ン

ト
な
ど
楽
し
み
た
い
で
す
。 

と
こ
ろ
で
自
己
紹
介
で
す
が
、
長
年
住
宅
の

設
計
事
務
所
を
無
我
夢
中
で
営
ん
で
き
ま

し
た
。
近
年
は
古
民
家
の
修
復
、
再
生
に
少

し
ず
つ
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
今
少
し
ゆ
と
り

の
有
る
ス
タ
イ
ル
で
一
歩
一
歩
あ
ゆ
ん
で

い
く
様
、
自
分
に
言
聞
か
せ
て
ま
す
が
、
ま

ま
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
自
分
の
故
郷
の
町

づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

人
と
人
の
繋
が
り
が
重
要
な
こ
のWork

は

未
熟
な
私
に
は
大
変
難
し
く
、
す
れ
違
い
や

挫
折
続
き
で
す
。
無
駄
骨
ば
か
り
で
孤
軍
奮

闘
、
心
折
れ
ず
に
続
け
て
ま
す
。 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
で
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
古
街
道
沿
い
の
風
景
・
建
造

物
の
今
昔
写
真
集
を
作
成
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
会
員
の
参
加
募
る
予
定
で
す
。

（
Ｐ
Ｒ
で
す
！
）
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

小
川 
志
保/

お
が
わ 

し
ほ 

理
事
（
会
計
担
当
） 

 

歴
ま
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
で
先
日
、
歴
ま
ち
び

と
養
成
講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。 

元
々
、
歴
史
や
民
族
学
・
民
俗
学
に
興
味

が
あ
る
の
で
古
い
建
物
や
生
活
が
形
と
な

っ
た
建
物
を
み
た
り
本
で
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
好
き
で
す
。 

 

祖
父
母
の
家
が
岐
阜
県
の
郡
上
に
あ
り
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
田
舎
の
家
に
行
く
機
会

が
多
く
、
自
分
が
生
活
す
る
建
物
と
違
う
雰

囲
気
は
何
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
建
築
関
係
に
進
む

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

田
舎
は
何
も
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
落
ち
着
き
や
安
ら

ぎ
を
感
じ
ま
す
。
便
利
さ
・
快
適
さ
を
求
め

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
気
候
や
生
活
が
形

と
な
っ
た
建
物
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
寂

し
く
感
じ
ま
す
。 

歴
ま
ち
の
会
で
は
、
み
な
さ
ん
が
良
い
と

思
う
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が

名
古
屋
の
歴
史
的
建
造
物
を
一
緒
に
探
し

出
し
て
守
っ
て
い
く
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

      

     

山
田 

浩
喜
／
や
ま
だ 

ひ
ろ
よ
し 

事
務
局
員
（
Ｈ
Ｐ
担
当
） 

 

中
村
草
田
男
が
『
明
治
は
遠
く
な
り
に
け

り
』
と
俳
句
で
詠
ん
だ
の
が
昭
和
六
年
だ
そ

う
で
す
。
そ
う
な
る
と
昭
和
も
随
分
と
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

話
は
か
わ
り
、
僕
も
六
十
歳
を
前
に
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
考
え
、
趣
味
の
一
で
も
い
ろ

い
ろ
と
試
み
て
は
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
い

う
も
の
に
は
、
ま
だ
出
会
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
こ
の
試
み
は
十
年
程
前
か
ら
で
、
仕

事
関
係
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
ど
う
せ

趣
味
に
す
る
な
ら
ア
ナ
ロ
グ
系
が
良
い
か

な
と
思
い
、
高
校
時
代
、
友
の
写
真
部
の
暗

室
の
真
っ
赤
な
電
球
の
明
り
に
憧
れ
、
最
初

は
銀
塩
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
写
真
）
の
現
像
・

焼
付
を
趣
味
に
思
い
立
っ
た
の
は
良
い
で

す
が
、
こ
の
十
年
で
白
黒
フ
ィ
ル
ム
は
じ
め
、

現
像
用
の
薬
品
や
印
画
紙
等
の
国
産
メ
ー

カ
ー
が
撤
退
し
、
入
手
が
か
な
り
困
難
に
な

り
、
え
ら
く
高
価
な
趣
味
に
な
っ
て
し
ま
い

挫
折
を
味
わ
い
、
次
に
小
学
校
の
高
学
年
ご

ろ
に
流
行
っ
た
（
年
齢
的
に
は
一
応
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
世
代
）
の
で
電
子
工
作
を
と
思
い

立
ち
、
小
学
生
の
こ
ろ
読
ん
で
い
た
「
子
供

の
科
学
」
を
引
っ
張
り
出
し
、
電
子
工
作
な

ら
定
番
の
鉱
石
ラ
ジ
オ
か
ら
始
め
れ
ば
、
結

構
、
長
い
間
楽
し
め
る
趣
味
に
な
る
か
な
と

思
い
立
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
矢
先
に
、
今
度

は
民
法
のAM

放
送
が
終
了
し
、FM

放
送
に

な
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
き
及
び
ま
し
た
。
確

か
に
ラ
ジ
コ
で
ス
マ
ホ
を
使
え
ば
ス
テ
レ

オ
で
雑
音
の
無
い
全
国
の
放
送
が
聴
け
る

の
で
す
か
ら
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
が
、
僕
の
趣
味
で
す
か
ら
と
言
い
た
い
の

で
す
が
、
聴
く
も
の
が
な
く
な
っ
て
は
、
た

だ
の
箱
で
す
の
で
こ
れ
も
挫
折
し
そ
う
で

す
。
て
な
わ
け
で
現
在
、
趣
味
募
集
中
で
す
。

誰
か
昭
和
四
十
・
五
十
年
代
ご
ろ
を
彷
彿
さ

せ
る
良
い
趣
味
が
御
座
い
ま
し
た
ら
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。 

夏の郡上の風景 

何もないところがいいんです 

（私にとっては・・・） 
 

 


